
 （２）発生予察事業への適用が想定される薬剤感受性検定手法 

 令和３年度に薬剤感受性検定件数が多かった５種の害虫種（上記調査方法で取り上げた種）について、

指定有害動植物を対象としたアンケート回答を取りまとめ（表２～表６）、併せて文献情報から薬剤感受性

検定に関わる各種の条件を検討して、発生予察事業への適用が推奨される検定手法を整理した（表７）。策

定に当たっては出来るだけ簡便な手法を採用したが、検定に使用する植物によって薬液の付着量が異なる

ことを考慮して、使用する植物の種類は１害虫１種にすることとする。なお、ここで推奨する検定法は、

生産現場における対象害虫の薬剤感受性の低下を迅速に把握するための手法であり、LC50 等を算出する

ための精密な手法ではないことに留意されたい。このため希釈濃度は常用濃度のみとする。累代飼育を重

ねると薬剤感受性がほ場の実態と乖離する可能性があるため、採集から検定までの世代数は⾧くても 2 世

代までとする。また検定を実施する薬剤の特性によっては、推奨する検定法が適合しない場合がある。例

えば虫体に直接かからないと十分な効果を発揮できない薬剤に対しては、葉片浸漬法は適さない。この場

合は、虫体浸漬法や散布法の適用を考えるべきである。 

検定法を策定するにあたり、参照した参考文献リストを害虫種ごとに付し、全文献の PDF ファイルを報

告書に添付する。 

 

 １）ネギアザミウマ 

 表２にネギアザミウマに関してアンケートで回答があった 12 府県の情報を取りまとめた。検定法は、成

虫に対するインゲン葉またはソラマメ葉を使った葉片浸漬法（一部ドライフィルム法併用、プラスチック

菅瓶法を含む）、ソラマメ催芽種子浸漬法、回転式散布塔（インゲンリーフディスク）、簡易薬剤感受性検

キット（吸虫管の内壁を薬剤含有寒天でコーティング）が用いられていた。また文献調査では、柴尾(2013）

がソラマメ催芽種子、ソラマメ葉片、ナス葉片を用いた浸漬法を詳しく紹介しており、また虫体浸漬法（松

田・新藤、2010)やソラマメ催芽種子を用いた報告（野中健人ら、2013;小川・糸山、2016）もあったが、

大半の報告はインゲン葉を使った葉片浸漬法を採用していた。薬液への浸漬時間は、文献調査では 10 秒間

から 30 秒間の間で幅があったが、30 秒間が最も多く、次いで 10 秒間だった。また判定日数は、アンケ

ート調査では全府県で 2 日（48 時間）であり、文献調査でも 2 日が圧倒的に多く次いで 24 時間だった。 

＜推奨する検定法＞ 

 本報告では、インゲン初生葉の葉片浸漬法を使った成虫を対象とする薬剤感受性検定を推奨する（表 7）。

検定の具体的手順については、柴尾(2013）のソラマメ葉片浸漬法に準じてインゲン初生葉に代えるか、井

村（2022）の方法を参考にされたい。薬液浸漬時間は 30 秒間とし、判定日数は 2 日（48 時間）、判定基

準は補正死虫率（％）、管理条件は 25℃、16L8D とする。また採集から検定までの世代数は 0～2 世代と

する。 

※留意事項 

 検定用にほ場でサンプリングする単位は、地域の実情に合わせて決定する。使用するインゲンの品種は

問わないが、葉がしっかりした品種を選ぶ。対照は水道水とする。薬液には地域で使用されている一般展

着剤を規定濃度で加用し、対照の水道水にも加用する。 
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 ２）ハスモンヨトウ 

 表３にハスモンヨトウに関してアンケートで回答があった 11 県の情報を取りまとめた。検定法はいず

れも食餌浸漬法であり、検定に使った植物は、キャベツ葉が茨城、神奈川、広島、佐賀、鹿児島の 5 県、

キャベツ葉とサトイモ葉が愛媛、キャベツ葉とナス葉が高知、ダイズ葉が岐阜、香川の 2 県、人工飼料が

奈良、福岡の 2 県であった。発育ステージは 3 齢幼虫のみが茨城、岐阜、高知、佐賀の 4 県であり、2 齢、

2～3 齢、3～4 齢、3～5 齢で行った例もあった。検定濃度は常用濃度 1 種類、判定日数は 2～3 日から 7

日まで幅があり、判定基準は補正死虫率、管理条件は 25℃、16L8D が多かった。サンプリングの単位は 1

個体群/地域から多いところでは 9 個体群の事例もあり、採集から検定までの世代数は当世代と次世代が多

かった。文献調査では、キャベツ葉を使った葉片浸漬法が最も多く（21 報中 16 報）、インゲン葉、ナス

葉、人工飼料（インセクタ LFS）を使った試験も行われていた。また浸漬時間は 30 秒間が最も多く、次い

で 10 秒間だった。また判定日数は、アンケート調査では 2 日から 7 日の間でばらついていたが、遅効性

の IGR 剤や BT 剤では 5 日または 7 日後まで調査を継続している例が多かった。 

＜推奨する検定法＞ 

 本報告では、キャベツ葉の葉片浸漬法を使った 3 齢幼虫（2 齢後期を含めても良いが大きさは出来るだ

け揃える）を対象とする薬剤感受性検定を推奨する（表 7）。検定の具体的手順については、広瀬（1997）

の方法を参考にされたい。薬液浸漬時間は 30 秒間とし、判定日数は通常は 2 日、遅効性の薬剤は 7 日と

する。判定基準は補正死虫率（％）、管理条件は 25℃、16L8D とする。また採集から検定までの世代数は

0～2 世代とする。 

※留意事項 

 検定用にほ場でサンプリングする単位は、地域の実情に合わせて決定する。ほ場から卵塊を採集して当

世代の虫を検定に供する場合は、産卵場所が異なる卵塊を出来るだけ多く集めるなど、検定結果が偏らな

いように配慮する。使用するキャベツの品種は問わない。対照は水道水とする。薬液には地域で使用され

ている一般展着剤を加用し、対照の水道水にも加用する。 
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表３．薬剤感受性検定アンケートで回答があった検定実施状況（ハスモンヨトウ）

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
茨城 23 葉片浸漬（キャベツ葉） ３齢幼虫 7日 補正死虫率 25℃,16L8D 1～2世代

神奈川 21 5
葉片浸漬（キャベツ葉）、
虫体浸漬

3～4齢幼虫 3日 補正死虫率 25℃,16L8D 1～2世代

岐阜 11 11 葉片浸漬（ダイズ葉） ３齢幼虫 2日 補正死虫率 不明
当世代（卵塊
採取）

奈良 8 5 25 インセクタ輪切り法 2齢, 3齢幼虫 3～5日 補正死虫率 25℃,16L8D 次世代

広島 16 5 8 葉片浸漬法（キャベツ葉）
幼虫(齢期不
明)

2～4日 補正死虫率 20～25℃ ふ化後当世代

香川 21 12 葉片浸漬（ダイズ葉） 3～5齢幼虫 7日 補正死虫率 25℃,16L8D 当世代

愛媛 8 9 18
葉片浸漬（サトイモ葉、
キャベツ葉）

3～4齢幼虫 2, 4日または3, 6日 補正死亡率 25℃,15L9D -

高知 32 25
葉片浸漬（キャベツ葉、ナ
ス葉）

3齢幼虫 4または5日 補正死虫率 25℃,16L8D 次世代

福岡 5 人工飼料浸漬法 2～３齢幼虫 5日 補正死虫率 25℃,16L8D 次世代
佐賀 7 10 10 葉片浸漬（キャベツ葉） 幼虫(3齢) 3日または5日 補正死虫率 25℃,16L8D 0～1世代

鹿児島 15 16 18 葉片浸漬（キャベツ葉） 2～３齢幼虫 24h,48h,72h 補正死虫率 25℃室内 0～1世代

検定までの世
代数

管理条件
検定実施年
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